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Place C
h
a
p
e
l

で
資
本
： 

土
地
の
國
有
に
就
て
大
協
議
會
を
開
催
し
だ
'IT

併
し
此 

會
の
お
應
_だ
ビ
云
へ
‘る
の
は
吾
々
の
存
枉
を
-;Radical 

c
l
u
b
s

に
知
ら
せ
た
の
ど
吾
々
が
此
'ん
な
會
の
*
務
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上
手
に
や
っ
て
の
;»
:&
れ
名
：っ

：
て
：事
が
わ
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：
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だ
だ
け
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l
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夫
人
の
#
な
無
政
府
主
_

の

禱

者
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が

會

員
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中
ど
の
位
あ
る
か
疑
問
で
あ
っ
た
の
：で
同
年
九
月
十
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n
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r
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o
^
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o
t
e
l

の
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で
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B
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sant 

夫

人
.が
次
の
樣
な
決
議
案
を
提
出
し
た
、『

社
會
主
義
は
土
' 

地
.ビ
生
產
字
段
並
に
.富
：を
生
產
七
.又

分

配

す

る

支

配

«• 

:

」

鉍
.：凡
て
の
人
が
勞
働
：に
.從

事

す

る

社

會

の

拿

中

^
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移
す 爲

め
、
.政
黨
を
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ら
組
織
す
る
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の
が
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當
で
あ
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l
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し
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併
し
、
.社
會
主
義
者
.の
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の
饪
務
は
段
衆
は
彼 

等
の
現
观
ヵ
と
ん
な
で
あ
る
か
及
び
そ
の
將
來
が
r
う 

な
る
だ
ら
う
か
を
敎
へ
る
事
に
め
h
\

又
社
會
主
義
の 

:

理
論
を
彼
等
に
知
ら
せ
る
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
ど
ん
な 

政
黨
も
こ
の
様
な
事
を
敎
へ
る
妨
げV

J

な
K
V又
そ
の
理 

論
を
漠
然
ビ
3
せ
る
様
な
妥
'協

並

^
讓
步
を
し
な
く
て 

は
存
立
出
來
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
議
會
の
論
#
に 

■參
加
し
や
う
S
圖
る
の
は
社
會
主
義
者
に
ど
つ
て
誤
つ 

た

手

段

で

ぁ

る

』

此
一
1提
_

の
討
論
が
餘b
激
し
く
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つ

て

ホ
-グ
ル
の
支
，
&
入
か
，.ら

今

後

會
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貸

せ

ぬ

ミ
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議
が
出
た
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.ど
で
ぁ
つ
た
が
結
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e
s
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夫
人
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B
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a
n
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の
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議
は
拾
九
對
四
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七
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決
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經
濟
諸
學
に
對
す
る
其
の
態
度
を
鮮
明
に

せ

ん

^
欲 

す
る
英
米
の
學
者
は
現
在
に
於
い
♦て
特
に
有
利
な
狀
態 

R
ぁ
る
。
.今
や
經
濟
學
者
間
に
、
彼
等
の
社
會
に
嘗
つ 

で
發
見
さ
れ
な
か
つ
た
寬
容
と
相
互
慈
悲
の
精
神
が
行 

,は
れ
て
居
る
。
吾
人
は
前
の
時
代
-
丨
ジ
ョ
ン
®
スチユ 

ア
ト
。t

;

ル
の
論
文
®
公
利
さ
れ
て
か
ら
、
.ク
タ
ッ
フ
、
 

レ
ス
：ゾ
1

の
論
文
に
於
け
る
避
が
最
初
の
反
對
の
興
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に
至
る
ま
で
の
時
期
(3
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此̂
の
時
代
の
大
膽
な
る
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濟
史
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す
る
述
作
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に
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ヒ
说
镦
に
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化
史
の
硏
究
に
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用
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る
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り
で
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又
經
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寧
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も
の
^
多
大
の
影
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を
與
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此
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經
濟
史
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の
意
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に
す
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述
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今
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演
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も
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に
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に
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す
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論
文
⑴
を
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述
し
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傍
ら
是
を
秕
評
す
る
こ
、
’
も
具
體
的
な
る
|>
;
の
が
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々
柚
象
法
を
用
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こ
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雜

錄

何
で
あ
ら
ぅ
>

兎
に
角
彼
等
.ビ
行
動
を
共
に
し
な
い
修 

の
著
に
勝
手
.に
さ
せ
る
、
：或
は
何
か
«
る
に
價
す
る
も 

0

k

到
著
す
る
だ
-'
£
:づ
ど
云
^

巍
惠
あ
名
希
望
：で
彼
等 

を
其
の
途
J i
k

獎
働
さ
へ
す
る
こ̂

で
あ
る
o
,今
や
そ 

れ
仫
通
常
學
徒
を：「
心
情
、
性
質
、
訓
練
、.及
び
機
會
の
-
‘ 

®:

類」

の
#

め
に
\

霞
つ
た
■方
法
で
働
C

や
ぅ
に
す
る
古| 

い
學
派
の
經
濟
學
者
に
ど
つ
て
さ
へ
殆
ど
卒
凡
な
こ
ビ 

、
な
'つ.
た
，。'(
4

)遂
に
英
國
に
於
い
て
も

4
:

つ
の
學
會
が
建 

設
さ
H

た
。；：
其
の
# :

質
の
內
に
は
•熱
心
に
經
濟
學
に
興 

哝
を
有
っ
著
作
漭
及
び
敎
師
を
包
含
し’て
居
る
。
又

驚\ 

く
^

き
程
公
弗
ft
: #

方
®

か
ら
の
#
稿
を
歡
迎
す
る
雜 

誌
’が
創
刊
さ
れ
た
。.亜
米
利
.加
^
於
い
て
は
數
年
間
饅 

秀

な

仕

事

を

し

て

_

が

、
■

し

其

0-
會

農

多

少

j 

| 

方
^

偏
し
て
居
た
學
#

が
今
ゃ
其
の：

範
圍
を
^

張

し

;
へ

德
七
號 

一
ニ
〇

論
；爭
も
.今
や
英
.語
國
の
經
濟
學
者
に
對
し
で
*
觸
な
X 

.
響
を
與
ふ
る
に
過
I

い
。
又
佛
蘭
屢
派
を
分
裂

3 

,
せ
名
や
，>
な
個
人
的
敵
視
は
全
ぐ
缺
如
じ
て
居
る
。
而 

レV

、
菩
人
办
多
數
に
e
つ
で
、
二
 ,1

つ
の
簿
0 .
.た
英
國 

經
濟
學
者
間
に
於
け
る
近
時
の
敵
意
の
交
換
は
.
.殆
ど
時 

代
錯
餵
の
や
5
に
思
は
れ
て
居
るo

故
に
令
が
恐
く
は 

古
し
論
€
の
蒸
返
し
の
や
ぅ
に
^
え
る
こ
ミ
を
©-
ひ
切 

0
て
や
る
Q
te
は
幾
分
か
のp

慄
を
禁
じ
#
な
㈧
。
倚 

ほ
ょ
し
あ
る
も
の
は
非
常
に『

極
端
に』

云
'ふ
ベ
き
何
も 

の

力

, ^
有
し
て
居
た
が
も
知
れ
な
い
け
れ
^
も
、あ
る

も
の
は
今
忍
耐
ビ
典
狐
ヒ
を
以
つ
て
間
か
れ
る
こ
と
^
 

依
賴
す
る
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考
へ
T

M
氣
付
け
ら
れ
る
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あ
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(
'
s
u
r
v
e
y
s
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1
丨
2
)

薺
し
方
法
論
の
間
題
は
容
易
な
简
單
な
問
®

で
は
な 

.い
o
然
る
に
あ
る
科
學
を
研
究
す
.る
立
場
か
ら
見
れ
尤 

方
法
を
說
れ
る
時
は
其
の
全
,
究
を
無
：|1
値
に
す
る
，」

經
濟
史
研
究
£
就
八
，て
.

Z

ま
(7
|

戠
に
#
し
て
嘗
て
は
反
對
す
べ
き
で
ぁ
つ 

た
者
さ
へ
加
入
暮
る
’

|

な
っ
.た
。ぺ
我
が
獨
逸
の.

同

僚

諸

氏

の

間

に

其

ほ

活

I

調

を

破

つ

.た

や

う

な

裏

へ

も

'

?
得

る

。

余

が

こ

、
に
|

史

研

究

|

-

い
て
多
少
の
考
察
を
灕
さ
^
ビ
欲
ず
る
ぢ
亦
ー
部
分
此 

cb

理
由
に
基
く
。
勿
論
こ
：
>

k
科
擧
全
體
の
方
法
論
、.： 

否
文
.化
科
學
だ
け
の
方
法
論̂

へ
も
論
究
し
や
ぅ.W
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;
ぶ
.
0
:で
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な
い̂

必

耍

；で
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い

限
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經
濟
學
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れ
る
。.

ア
シ
ュ
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1
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ぶ
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唯
徒
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見
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恐

れ
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耐
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。
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中
0

論
夂
に
對
し
て
：反
對
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‘爽
國
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於
け
石
最
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史
的
方
法
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眼
巷
で
ぁ
る
o 
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s
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方
ふ
迄
む
む
く
經
濟
學
令
文
化
料
學
で
ぁ
ろ
と
す
る
な
ら 

tt

、
.經
濟
學
の
方
法
論
は
即
ち
文
化
科
學
全
般
の
方
法
論
で
な
け 

れ
ば
な
ら
な
いo
唯
こ
ゝ
に
か
く
沄
ふ
は
朱?:
十
分
{:

全
般
|:
苴 

.

つ.て
論
述
す
る
程
用
澈
が
出
來
て
店
な
い
か
ら
し
て
、
W

く
方
法 

論
そ
のV

も
.の 
>
純
粹
の.考
察
は
他
：：1-|:
譲
る
と
沄
ふ
に
此
泛
る0 

.

|
味
1:
.於
い
，
て
冰
論
文
れ
未
逛
稿
で
ぁ
芯

o

' 

II 

■

「

約
ニ
十
年
以
前
獨
逸
じ
於
け
る

『

歷
史
舉
派』

又
は 

『

歸
納
學
派』

ビ
稱
せ
ら
.る
、
若
.い
人
々
に
依
つ
T

、
英 

國
.の
'學
者
間
で
.は
'ク
タ
ッ
プ
，
レ
ス
リ
ー
及
び
近
く
は
.ィ 

ン
ダ
ラ
A
If
ri

:
に
依
つ
て
受
け
容
れ
ら
れ
お
希
紫
が
是 

迄
^

實
現
さ
れ
な
か
つ
た
こV
Jを
否
定
す
る
の
は
無
效 

.で
ぁ
る
だ
’ら
ぅ
。
彼
等
.は
經
濟
諸
學
が
完
全
に
迅
速
に 

變
化
す
る)

w 

e
を
期
待
し
て
居
た6

今
日
最
も
廣
く
使 

用
，3

れ
て
居
る
敎
科
#

をT

見
じ
3

へ
す
れ
ば
斯
の
如 

§

完
へ
全
な
變
化’が
_

ら
な
か
.つ
化
.」

€

が
»

る
。
此
の

F

て 

第
七
號 

一
二
”



第
十
五
卷_ 

C
1

〇
1
1
1
四)

::
:
雜
錄
經
濟
史
硏
究
に
就
い
て 

?

思
惑
違
ひ
の一

.

部
の
說
明
は
次
ぎ
の
や
I

事
實
の
内
彼
等
は
演
驛
法
を
不
必
S

し

て

蹵

す
I

と
こ
侬

現
代
の
競
爭
狀
滕

に
も
發
見
3
れ
る
だ
ら
ぅ
。
即
ち
歷
史
學
派
の
人
々
が
. 

尙
ほ
•未
だ
敎
科
書
等
で
親
し
ぐ
な
つ
た
形
式
の
下
で
® 

濟
學
を
考
へ
つ >

 
け
る
程
®
し
ぐ
古
い
學
說
に
迷
は
^
. 

れ
て
居
た
.。
彼
等
は
尙
，ほ
'全
の
あ
;^
り
生
產
、
分
配
及 

:ぴ
交
換
の
«.
習
的
敎
儀
式
目
_ (

s
b
r
i
e
s
)

を
有
9
て
辱 

た

:0
尙

, ^
又
彼
等
は
，祌
聖
な
る
言
葉
、價
値
、
需
要
、
^: 

給

、
資
本
、
賃
料
"
及
.び
其
の
他
I

ォ
リ
>
 
丨

、ク
f
 

ン
デA

:
、
：

ホ
ケ
ム
へ
ズ
<1
)
0
:句
を
用
ひ
る
ど
，
恰
も
神
學
の
：
 

言
.葉

.0
や
ぅ
に
多
く
の
消
成
き
他
別
へ
t

) 

が
必
要
で
あ
る
言
葉
を
使
用
し
た
。
.彼
等
は
あ
る
適
B
 

範
攔
を
所
有
し
て
居
る
從
來
の『

法
則』

ど
a
容
に
於
い
，
. 

て
は
違
つ
て
居
る
け
れ
^
も
：、
性
質
に
於
い
て
同
一
な 

『

.法

則』

の

形

成

を

期

待

し

て

居

る

。'
一.彼

等

は

無

意

識

：

的
.：

パ. 

に

し

た

の

で

あ

る

が
、
恰

も

古

い

學

派

が

其

の

注

意

を 

拂

っ

た

.や

う

に

、
個

人

間

の

同

一

蹦

係

{2
:

_
し

て

1
般

0
て
始
め
た
の
で
あ
る
け
れ
ざ
も
.

の
分
ず
{:
確
實
に
役
立
っ
.演

.#
法
の
使
用
に
戾
ら
な
け 

れ
ば
な
&
な
か
っ
た
の
は
偶
然
で
あ
っ
た
。
Jr
く
し
て 

芷

統

學

派.の『

方

法

論

的』

_
.
論

は

容

易

に

勝

利

を

得

た
 

や
ぅ
に
見
え
た
0
で
あ
っ
た
0

.
,

.

「

佘
は
.後
に
‘是
は
事
件
の
適
當
な
叙
述
で
も
な
く

、

又 

此
'の
期
間
に
あ
っ
て
も
’歷
史
'的
運
動
は
ゆ
る
や
か
に
も 

の
眞
の
硏
.究
.範
圍
に
向
っ
て
步
を
進
め
っ
、
あ
っ
た
乙 

S
を
示
さ
ん
ビ
試
み
る
だ
ら
ぅ
0̂
そ
の
現
代
の
經
濟
的 

硏
究
に
關
し
て
さ
へ
眞
の
重
大
な
仕
事
を
な
し
た
の
で 

あ
る

。

そ
れ
は
過
ぎ
去
つ
，て
跡
も
殘

3

ぬ
®
な
る
踏
み 

間
違
ひ
で
は
な
か
っ
た
。
又
を
れ
は
經
濟
諸
學
の
全
體 

，に
結
合
3
れ
が
有
用
な
要
素
を
貢
獻
し
.た

ビ
云
ふ
の
も 

全
く
完
全
に
そ
れ
を
說
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。
是
以 

: 

上
の
こ
ヒ
を
なP
た
の
，
あ
っ
た
。
そ
れ
は
彼
等
自
身 

的
命
題
の
一
.鮮

論

|2
す
る
の
.を
目
的
E

た
f

ク

.の
研
究
に
封
し
；t
經

濟

學

赛

め

全

度

を

^

^
し
"

I:;|!
!'
I
I 、!
u

f
li
:
I

i
で
'-
-*,

『

大
原
則—

‘
.1pit

觀
念
の
違
つ
た
形
式
it
.過

ぎ

た

^nK
、

ふ
こw

 
,
及
び
脎
史
の
狂
信
者
が
爾
ほ
是
等
の 

な
.い
の
で
あ
る
が
一
^
經
濟
的
結
_

は
與
へ
ら
れ
た
气
::
:
'
;
::
'
辛
櫸
し
て
得
た
自
明
0
理
を
主
張
す
る
に
ょ
い
役
目
を 

狀
態
に
對
し
て
謝
―
的
で
あ
各
之
ビ
，
及

び

そ

れ

等

は

な

す

だ

ら

ラ

^
运
ふ
こ
せ
を
序
で
に
注
意
す
る
の
は
見 

,唯
§
^
か
め
效
カ
を
有
，す
る
0
み
で
あ
る
こ
ゼ
：>
是
等
當
違
ひ
の
こ
ミ
で

.は
、あ
る
ま
い
。

、

.
0濟

認

は

遂

紀

經

濟

學

者

の

芯

的

習

慣

®

1
.

部

で

あ 

一
i
nii
論

的

經

濟

學

者

自

身

の

學

說

に

對

し

て

彼

等

自

身 

る
ぐ
：
又

經

濟

的

思

考

が

社

會

的

現

象

®
判

斷

R

說

明

:L
>\ 

hの

變

じ

た

心

的

態

度

は

現

代

の

硏

究

の

立

場

か

ら

見
 

な
け
れ
：ば
|

な
い
唯
：-1

0̂
^
^

文
經
濟
的
カ
^

<1

動
が
す
唯1

の
カ
で
は
ね
い
と
ー
の
こ
ば
が
餘
ぢ
に
大
で
あ
る
爲
め
に
、
同

|
方
向
代
於 

S

.ふ
確
信
の
眞
理
も
，同
；一：：

で
あ
冬
？
す
べ
て
此
の
こ
€

け
る
他
の
效
果
を
小
さ
く
し
て
し
あ
づ
れ
，
然
じ
是
等 

は
ず
.つ
と
'以
前
に
.ロ
で
許
^V

認
め
&
れ
て
，居

た

も

の

で

の

他

の

效

果

も

&
意
^
惯
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て 

知
る
i
ミ
を
云
ふ
必
要
は
殆
ず
な
い
だ
ら
ぅ
。
然
し
是
是
等
は
吾
人
が
現
代
述
作
中
の
ニ

ク
の
最
も
重
翦
な
る 

等
の
確
信
が
今
日
向
ひ
つ
、
あ
る
.や
う
に
.、
白

常

思

想i

も
0 .
、
K
1
シ
ャ
ル
敎
授
の『

原
論』

ミ
フ
グ
ナ
ー
敎
授
の 

の
眞
6
基
を
な
す
充
實
せ
る
部
分
で
あ
.つ

た

か

如

何

か『

敎
科
書』

(2
)
ど
を
開
く
な
_ら
ば
十
分
に
明
白
で
あ
る
ノ
マ 

は
前
時
代
の
文
獻
を1

知
せ
る
.者
の
剑
斷
に
.殘
さ
れ
ゐ
y

丨
シ
ャ
ル
敎
授
ば
現
代
の
狀
態
を
了
解
す
る
の
に

は

■そ
 

，だ
ら
•う
。
..事
實
此
の
，有
益
な
：る
，確
信
は
職
業
的
經
濟
學
れ
等
の
原
由
を
思
考
す
る
こ
ビ
に
依
つ
て
援
け
ら
れ
る 

者
間
に
認
知
さ
れ
る
の
セ
*
-る
け
：れV 」

も
、
敎

育

あ

る
.
こ

ミ
を
茜
だ
明
か
に
實
感
し
で
居
る
か
ら
し
て
、
彼
は

公
衆
ビ
共
.に
_

ひ
得
れ
程
完
全
に
は
殆
^
起
ら
な
か
づ
其
の
著
作
を『

自
由
產
槳
及
び
企
業
の
，發
達』

の1
1

章
.̂
1

.
-. 

. 

:

.

.. 

. 
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进

硏

究

揚

い
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ズ
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:

第

十

碁

-

-

 ̂

^
 
0
0̂

0̂

0
,

第

七

法
 

一 

二

四

#

濟
建
石
發
達』

の
.他

の一
?

を
以
？

始

め

て

名

が

如

I

t

,。
彼
は
奮
的
法
則—

經
濟
的
發 

居
る
。
裹
亦
彼
の
人
口
益
す
る
議
論
.は
學
說
史
及
，

量

程

の

法

則

I

を
形
成
し
や
う
墓
へ
^

r

o t
.

8

國
S

け
i

G

l

も
の 

>
歷
.

前
f

す
.
：

而
し
J

れ

論

代

論

題

£

1

相

：觸

れ

て

f

 ̂

f

 

.
一'
雲
は
就
い
.て >

あ
る
。
即
ち
彼
の

『

公
的
及
び
暑 

的

考
察
t

成
立
す
る
。

'分

配

論
I

の
歷
史
的̂
 

I

的

活

蜃

大
S

則』

S

き
で
あ
る
。
今
：

^
ッ
グi

S

?

始
-
、
賃

料

の

學

說

は

土

地

小

作

A'
.の
I

广

f
が『

極

端

な

勝

歡

氣

』

に

對

じ

て

抽

象

及

び

藤

の 

0

^

^

0

^

0

§

?

0

S
 
O 

• 

y 

 ̂

j

鬪
士
I

f

看

倣

さ

れ> 
又
彼
自
身
看
做
さ 

及
ほ
し
た
藶
史
的
思
想
め
，影

響

は

更

に

二

層

著

P

い
.も
. 

' 
ば
な
6
.な

いVJ.

云

ふ

の

は

—

大
體
に
於
い
て
十
分
疋 

の
J

る

。
彼0『

財

政
S
E
: 

I

I版
を
，調

べ

る

し

い

こ

と
1

S

れ
f

丨

幾

分

か

を̂
^
^
^
^
^

機

會

を

有

つ

'
:
S

は
：誰

も

注

意

ず

U

>
其

.の

歷

\

議

の

因

緣

I

つ
て

居

る

。
’そ

れ

は

極

端

派
の
，I

 
^

史

が

材
料
の.寬
集

が

餘

り

に

速

力K
堉

加

し

た

.•の

で

使

|

ら
生
免
る
利
益
は
極
端
k

達
し
な
い
す
べ
て
の
：過
程
が 

び
に
.べ
、
な
る
處
か
.
.あ

ゐ

海

で

あ

。
る
:°
靡
に
^

想
.
5

 ̂| 

_

庸』

の
：
力

を

得

る
玫

誉

ビ

云
ふ
、
ジ

『

ン
、
ス'

 ̂
f

 

チ
ュ
ァ
劣
ミ
©

ル
*
置

一

つ
を
.想
起
'す
る
o
-
:

か

な

羅

S

S

馨

說

0

取
S

Q

:產

贫

於」
「

斯
S

き
S

的
馨
及
び
一
般
化
に
於
い
て
嗒
示

.

V
て
&
供
さ
れ
る
：
肩

：へ

ば
現
命
了
解
さ
れ
て
®
る

や

的
で
あ
る
や
う
に
.史
料
を
用
ふ
る
-に
適
當
な
方
法
か
^

，
う
K『

.資
本』

は
.一
の『

優
史
的
聽

』

で
：
あ
つ
：
て

、
永
久
..，

心

ぐ
は
望
表
し
い
方
法
か
何
れ
.か
'を
必
然
的
の
K

爱r
豪
I
■雲

ぶ

^
.
"

 
.
 

率きI
,
鐘

養
！
^

.

云
ふ
必
要
は
殆
ヾ」

な
い
/r
ら
5
0然
し
乍
ら
彼
等
は
1

1
吾
人
は
最
高
の
經
濟
的
助
方
の
下
に
現
れ
た
現
代
產
業 

是
)5
令
の
一
下
さ
ん
ビ
欲
し
ft
す
べ
て
V
あ
る
が一

1
古
生
活
に
關
す
る

1

®
の
有
用
な
る
研
^

大
剖
分
!{
i
 

い
因
數
を
續
行
亡
ん
^
欲
す
る
著
作
者
に
3
へ
.及
|5
:
す

史

的

の

研

资

^
^
^
,見

る

-(
7
)-
1
グ
ァ
ド
の『

«
季
利 

の
影
響——

；大
部
分
實
稞
3
れ
：な
.い
影
鄉
¥

行
經
濟
學
雜
誌』

..

Q
uart

e
r
l
y Journal of Econorrics、

苗
い
て
齊
る
6 

一
 

上

に

さ

べ

_
_
_
そ

^
は
，學

說«
有
.の
本
場
で
あ
る
が
|

「

傲
» :
.歸
納
兩
者
(?
)
-
:功
績
此
較
に
關
，す
'
'る.、
觅

に

廣

大

：
一
.丨
關
税
や
金
融
.の
.歷
&'
に
關
す
る
>

文
が
揭
#
^
れ
て 

な
る
論
點
に
就
い
.て
は
、
.
保
守
的
な
經
濟
學
者
自
身
も
|
へ
居
る
。『

斯
く
丄
て

«
供
さ
れ
る
特
殊
事
實
0
知
傷
^
ぞ
^

最
早
：彼
等
の
前
驅
者
の
特
徵
で
.*)
;

‘つ
^
演
繹
法
の
爲
め
れ
自
身
に

於
い
て
經
濟
學
の
終
！

g

ど

目

，
的

ミ

.

.
を

構

成

す
 

.に

.i

言
に
し
て
す
ベ
で
を
綱
羅
す
る
や
う
な
言
葉
を
使
る
も
の
で
は
な

.い』

0
(8
)「

ビ
云
ふ
て
ビ
は
吾
人
が
#
意
さ 

用
し
：/
く̂
な
つ
た
こ
ビ
が
注
葸
さ
れ
る
だ
ら
う
0.
ジ
ョ
.|

れ
る
眞
理
:.
1
?あ
る
ブ
然
し
吾
人
は
若
し
も
軍
に
考
究
の 

1
デ

-'
I

ン
氏
が
興
の
散
文
に
於
け
る
如
くS

彼

等

は|

仕
事
を
續
け
て
行
き
3
へ
す
れ
ば
錶
に
.依
つ
て
惱
ま
さ 

,1

の
非
常
に
重
要
な
範
圍
、
即
ち
也
產
の
部
分
に
於
い
.

れ
る
こ
^
は
な
い
だ
ら
う
'
\を
れ
は
亞
米
利
加
1及
，び
英 

て
歸
納
玢
で
あ
る
こV
J

を
知
ら
ず
し
て
終
始
歸
納
的
で
一
國
の
經
濟
學
に
^

い
セ
除
り
に
久
し
い
間
'缺
け
て
居
た 

あ

つ

ぢ

)

ビ
を
發
見
し
.た
。(6
)
51
-
に

『

於
き
：

i

及
び
♦
類

，
眞
の
生
活
0 :
觀
察
^

對
し
て
覺
：_
—

苦
し
く
は
；#

び 

ぼ
經
濟
學
の
領
內
に
は
僧
値
あ
る
經
濟
的
仕
歎
の
無
限
覺
醒
す
る

乙
€
1_

を
注
意
す
る
.0」

Qs
u
r
v
e
y
s

*̂: 
I
 

の
範
圍
が
存
し
て
居
る』

(6
)
1
ー
ム
ふ
こ
<
は

認

め

ら

れ

た

p. 

2 — 
6
V)

; 

.

權
威
者
|

?

|

氣

て

居

气
 

'前
し
て
從
つ
て 

一' 

I)
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u

l

l

H
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三
七)

雜

.錄
經
踅
研
究
に
就

.いV:
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第

十

五

怨(

一
〇H
八)

雜

錄
經
濟
史
研
究
に
雜
い
.
て

、截
述
家
ベ.
r
る
多
藤
多
能
、
：詩
|、
：小
說
.
ょ̂
く
す
る
ミ
典
に
開
業
.

リ
、
谱

帶

U
通
じ
で
佔
r:
o 

I
文
爇
的
作
品
は 

.

.
猫

治

に

软

み
地
方
色
_の
：̂>
石

も

の.と

稱

せ

ら

れ

て
^
る
0「

(

鞋

a
S
O
S
H Jldnrich Wagner : 
I
s LeMbuch dcr polir 

i
s
c
l

 o
c
k
o
n
o
l
》
(

100
7
6

〕

現
今
妊
を
吹
題
し
て
1̂
1
1:-1̂
 

Rindbuch 

dcr 

POL. oak. 

in 

eiselnen 

selbstSndigen 

AbtciJungcn 

w
s
ふ
。
：

-
(

«
3

wpgpqiiFiaanzwJssenschaft. 4 Teio . 
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l
s'l
-
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'
O
I
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註
四)

M. Jourdain

は

.

M

l“
小

說

ノ
若
し
く 

は
.

一

名 s
p

ĉourgoilrs 

2
6
1
1
£?
;
1
1
1
0
1
1
1

日
^「

.の
主
.、
公
、完
全
_̂- 

る
紳
士 W.

思
は
れ
ん
.と
.と
2
2ガ
か
憇
し
て
炕
る
#
冥
な
市
爱
0

_ 

後
に
彼
は
彼
自
痈
:#
4
で
.な
く
全
家
族
か
敢
育
し
.や
ぅ
ミ
努
カ
し

.
た
。
彼
が1

龜
散
暴
り
語
つ
て
铃
5
ふ
知
つ
§

い
た 

こ
^
が
ー
種
鐘.と
な
つ
|:
办
で
あ
ろ
0

>
、 

，;

.
8

^
 
 ̂

0
^
1 

ii.

戈

ニ

原

註

」

:

、

:

!
 

,

.

ハ)
W
e
y
n
e
s
:
l
p
s
8
p
e

 and Method 

o
f 

Political 
W
8
0
0
*

P.. .166,「

原

註」 

.

,〈

l iM
a

rs
h

a
ll

敎

授

の

序

次

の

あ

る

 

p5.
e
e の
>
M
n
d
? 

tria
l  

p
eace、

及

びT
o

yn
b

e
e

 T
ru

s
t

の

他

の

刊

行

物.

「

旅

註」

-
(

餘
九)

：
經
濟
學
上
！

2

於
け
る
方
法
論
が
其
の
正
陳
學
派

较

辟

學

派

た
^
と

所

謂

歷&-
摩

派

即

ち

歸

納

摩

派

?:
る

と

^

問

は

.

第

七

魏
o
r

r

ハ

.

す
其
の
：.求
む
る
と
.こ
る
|1
同
じ
く
取
な
る
自
然
科
掛
的
法
則
ぐ
4 

る
に
過
ぎ
な
い
0此
の
點
li
於
い
て
附
宥
は
全
く
同
一
で
あ
る
。斯 

の
如
き
硏
究
方
法
が
架
し
て
社
曾
の
钹
雜
な
る
视
象
か
說
叨
1
 

に
適
常
で
あ
る
か
如
例
か
|:
就
い
て
は
後
.し
昨
論
す
る
積
4
で
あ 

.る
が
、
歷
I

派
の
-所
謂「

法
則」

が
如
M
な
f

の
で
あ
る
か
は 

次
節
1:
於

け

る

ァ

、ゾ

,

レ

ー

敎

授

の

所

說

か

以

つ

て

窺

ふ

と

と

が
 

■

出
f

。
即
I

の
本
零」

於
い
て2

じ

く

蓮

g

な
息
科
學

| 

の
で
あ
る
と
と
^
知3

N
#
,

る
だ
ら
ぅ
。 

• 

0 

•

,「

然
し
乍
ら
ず
で
に
.注
意
し
た
如
く
、
斯
く
の
如
く
經 

一
濟
m
說
の
取
^

の
本
質
，に
影
響
す
る
S
同
時
k

、
1!
史 

〖

的
運
1/
.は
：自
己
の
.途
に
進
み
、
，.而
し
て
入r

や
そ
れ
自
身
，
 

の
道
程
.の
內
に
落
着
い
た
。
是
如
ち
.經
濟
史
そ
れ
自
身 

\
の
實
際
的
調
査
に
外
な
ら
な
い
。
こ
は
恐
ら
<
腿
分 

か
驚
く
ベ
き
言
葉
で
ぁ
.
6
.ぅ
；。『

そ
れ
で
は
楚
迄
其
の
學 

派
の
經
濟
學
者
は
何
を
な
し
‘て
居
つ
た
の
か』

と
問
は 

れ
る
だ
ら
.ぅ
。
然
し
乍
ら
余
は
思
ふ
に
其
の
學
派
の
_
 

設
.者

,^
本
來
の
研
究
紫
ゼ
云
ふ
よ
り
も
%
ろ
彼
缕
の
淘

圍

の

歷

史

的

思

想

k

觸

れ

て

其

の

理

想

に

鼓

吹

さ

れ

5

0

こ

、

に

於

い

て

最

早

見

地

は

與

へ

ら

れ

^
社

會

狀 

た
、人
々
で
あ
っ
た
。是
は
彼
等
の
不
信
任
で
は
な
か
っ
態

に

於

け
る

個
'々
の

間

の

約

定

に

立
っ
の

で

は

な
い
。

^
:
?ぞ
れ
は
境
遇
0
緖
果
で
あ
っ
た
。
然
し
今
：

H

の
此
全
產
業
及
び
階
級
の
生
活
ミ
行
動
の
立
場
、
社
會
的
機 

の
：學
派
の
指
導
者
は
細
節
の
矾
究
に
身
を
骰
じ
，て
で
：獅

.
制
體
の
創
造
及
變
化
の
立
場
、
經
濟
的
現
象
ど
經
濟
的 

立
.
.の
.歷
史
的
搆
成
に
向
っ
.て
手
さ
ぐ
ぅ
し
っ 

>進

ん

で

—
思
想
ミ
の
平
行
的
猶
步
:̂
相
互
作
用
の
立
場
で
あ
る
。

居
る
、
五
！1人
杈
唯
此
の
：方
向
：に
於
け
る
流
が
如
何
に
强
-
此
：の
學
派
の
硏
究
ぬ
最
早
個
人
主
義
者
で
な
く
心
®
的 

い
か
を
發
見
す
る
れ
め
に
''
>
:伯

钚

の

シ

ユ

卢

ラ

ー

敎

授

で

；な
い
。
集
合
論
者
k

し
て
制
度
的
で
あ
る
。11 .

つ

の

用

、
 

-幷
び
に
彼
が
其
®
周
圍
に
集
め
.た
一
圈
の
協
力
者
の
公
|
:ひ
古
し
れ
然
し
便
利
な
句
は
余
の
趣
旨
を
觅
に
補
ふ
0 

刊
物
及
び
ス
' ト
ラ
ス
ブ
y

ダ
の
ク

ナ

ノ
ブ
敎
授
_
に
彼
.
，
即
ち
彼
等
は「

靜
的」

と
.沄
ふ
ょ
办
寧
ろ「

動
的」

で
あ
る 

.の
仲
間
が
彼
等
诌
身
の
前
に
提
出
し
た
農
業
史
研
究
のj

で
考
へ
て
る「

法
則」

，
及
び
彼
等
が
經
濟
史
の「

哲
學J

 

沈
計
窬
$
を
注
意
す
ぺ
き
で
あ
る
；
而
し
ヤ
：壓

史

的

研

■
;の
提
起
を
目
的
ど
し
て
居
る
こ
ど
、
で
あ
る
。
而
し
て 

究
に
於
け
る
此
の
眞
面
目
な
ft
夢
ど
f

R

>其
の
^

究「
:

斯
く
し
て
あ
る
時
期
に
於
け
る
彼
等
の
典
味
は
彼
等
が 

が
な
さ
ね
ば
な
ら
な

S
1

般
化
の
本
質
に
就
い
て
：史

に

パ
直
接
現
在
若
し
く
は
あ
る
“
他
の
時
期
^

比
^
•
す

る

こ
'

''
1

り
明
快
な
る
理
解
が
生
じ
：た
ア
是
等
は
’單
に
現
在
0:
、
.
'で
k
あ
る
の
'で
は
な
く
、
谷
時
期
.が
經
濟
的
發
M
の
曲 

經
濟
學
說
の
修
疋
若
し
ぐ
'は
職
充
で
あ
る
許
&
:で
なs

,.
線
を 

論
點
を
彼
等
に
供
給
す
る
が
故
で
あ 

こ
^
が
見
ら
れ
る
;0
.是
等
は
寧
ゐ
經
濟
的
發
展
R
於
け
'

る
。
(2
)

V

;
漉
駿
;0
本
質
..及
び
順
序
に
關
す
る
，結

論

で

あ

る

だ

ら「

此
の
新
瀝
史
學
派
の
首
領
ダ
ス
タ
フ
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
が 

第
十
玉
卷
U

O

H九)

雜
綠
經
濟
史
研
究
に
就
.い
て 

第

七

號

石

.



■

第

漥

卷

(

：1
0四
'0)

雜

錄

經

濟

史

、研
究
|-
;就
ぃ
.て 

.其
の
眼
前
^
斯
く
の
如
き
理
想
を
も
ち
、
時
に
は
演
繹
：

に
從
へ
ば
o

 

r

rァ

.的
議
論£
卞
い
仕
事
を
纘
け
‘て
ゅ
く
試
み
^

就
い
て
«
 

で
も
漏
ら
さ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
T
Cは
避
妙
難
い
こ
ヒ 

で
あ
っ
た
。
彼
の
心
め
内
に
あ
^
理
論
家
が
彼
等
自
豸 

の
方
法
の
優
れ
た
功
續
に
於
け
る
ビ
等
し
い
自
信
*
る
_ 

倉
葉
を
以
つ
て
反
論
せ
ざ
，る
を
得
な
か
つ
%
と
も
避
け 

得
な
か
つ
た
。
あ
る
^

^
と
つ
て
主
^
し
て
其
0 .
糈
神 

的
才
能
が
'*
る
方
向
^
#
す
る
か
ら
と
云
ふ
理
由
で
彼 

は
其
-0
特
殊
の
思
想
系
統
5:
追
求
す
る
ど
認
め
：る
の
：‘は 

'，屢

々

困

雛

な

こ

ど

が

あ

る

0
:彼

搿
#

近
：づ
け
ら
れ
た
事 

業
¥

バ
て
の
鄯
業
の
内
で«
も
緊
急
に
又
有
難
い
せ
;;
' 

感
t

る
の
は
極
：̂
で
描
然
で
あ
る
;0
然
し
.シ
ュ
モ
'
ス
ー 

敎
授
は
彼
.の
も
の
ピ
し
て
あ
る
敎
課
：に
柔
順
に
し
て
は 

.居

な

い

で

、『

古

い

獨

斷

論

の

ず

^

に

數

百

砑

も

蒸

溜

：
し

.
バ 

れ

柚

象

を

51
妃

蒸

溜

す

る』

8
こ

ビ

か

ら

進

步

を

豫

期

す

：
 

:6
の
は
：無

用

で

あ

る

^

ム

を

注

意

し

、
-
更

に

彼

は

廣

い 

哲

學

的

訓

線

を

欠

い

.て

.居

る

者

铽

、
8
彼

0
.用
.び

泫

言

葉

.

そ
れ
か
ら
何
が
生
ず
る
か
を
見
や
う
。
若
し
吾
人
に
時
ビ
で
あ
つ
々

が
あ
る
な
ら
ば
相
互
0
著
書
を
饋
も
う
。/
恐
く
吾
人
は 

變
へ
ら
れ
る
だ
ら
う
。
恐
ぐ
吾
人
は
其
處
此
處
に
一
つ 

の
喑
：示
を
得
る
の
み
だ
^
う
。
然
し
若
し
も
吾
人
が
同
. 

意
す
る
こ
ビ
が
出
來
な
い
な
ら
ば
、
默
つ
て
房
や
う

o

m| 

に

灼

蒂

人

は

菩

人

自

身

の

研

究

の

漁

紀

幾

分

の

附

加

脚

'
| 

«
間
を
得
や
う
。
而
し
苽
其
間
忙
人
問
思
想
の
ニ
般
的
，| 

進
步
が
靜
か
に
解
決
を
责
ら
す
だ
ら
う
。
然
し
^.
ら
煨 

近
數
年
の
論
银
♦か
言
葉
の
®
#
で
あ
^
?

ビ
を
意
味 

す
る
と
想
像
し
て
は
な
;̂
.な

い
;.
0

多

く

の

爭

論

が

歷

史
 

的

經

濟

學

者

が

活

動

の

機

會

代

對

す

各

權

利

が

英

國

及

|
 

亜
米
利
加
に
於s

て
認
め
ら
れ
な
い
：內
は
必
要
で
；あo

 

た

の

で

あ

る

，
。

獨

逸

^
於
て
數
年
前
反
動
的
害
骚
1

) 

經
濟
理
論
家
を
學
：

H

院
的
影
響
.の
瘍
所
か
ら
餘
り
に
完 

全
に
排
斥
じ
た
。

し
て
居
た
こ
S
を

聞

い

て

. 

も
嘯
か
な
い
に
違
ひ
な
い
。
然
し
今
や
休
戦
が
名
#
あ 

る
言
葉
で
.調
印
し
得
る
こ
^
は
さ
；-5
な
さ
れ
る
べ
為
-r
J 

第
十
5£
餘

(
一

0
四1

)
：

雜
\
:錄

.經
濟
史
研
拖
^
就
：

筇

七

號

r

x

 

\

ル

ド

(5
>

が

稍

々

似

.た

.場

合

 

た

.如

く

、
確

に

『

餘

う

に

陽

«

』

で

あ

り

、
又

確

に

 

.

痛

を

創

造

す

る

-

5

」

を

極

め

て

明

快

化

論

述

し

た

ャ

 

而

し

て

メ

シ

ガ

I

敎

授

が

其

の

敵

弔

の

勞

作

に

翻

し

て

 

而

白

い

言

葉

——
『

縮

少

5

『

微

物

論

』

(7
)

及

ぴ

『

あ

る

 

キ

ル

ト

其

の

他

に

關

す

を

#

殊

論

(
s
p
e
c
l
a
l
i
s
i
m

&
j
s

等

 

を

發

明

し

て

反

論

.
し

て

居

る

が

、

彼

は

確

'な

苦

.雛

记

殆

 

ど

酬

ゆ

る

.こ

:̂
:&

出

來

な

か

つ

た

。

「

確

に

鬪

論

の

休

业

を

叫

ぶ

ベ

&

時

で

あ

る

6

來

た

る

 

.ベ

き

暫

く

:0
間

經

濟

學

.
說

に

典

味

を

有

す

る

疋

直

な

困

 

苦

オ

.
る

知

識

あ

る

人

令

，
が

存

液

.!

.

.

.さ

う

で

.あ

る

ァ

j

 

w

を
 

8
S

め

さ

せ

や

う

。

ビ

同

t

欉

^

經

- »
史

に

典

味

を

有

す

 

る

疋

直

な

困

苦

す

る

又

全

然

織

明

で

な

^

は

な

い

_
_

事

實

sg
米

利

加

及

び

英

國

^

於

い

て

は

少

數

で

あ

る

が 

然

し

尙

ほ

注

意

す

ベ

き

（

人

々

が

荐

茌

し

さ

.う

.で
あ 

る

こv

を

も

認

め

さ

せ

や

う

。

菩

入

は

こ

>一
一
十
^

の 

間

互

紀

嚴

に

單

-«
P 
.打
.棄

乂

、
置

い

て

見

て

、

而
し
て

塵

；
^

^

v

ア

ド

大

學

は

變

つ

れ

地

位

を

實

.現

す

ベ

き

多

く

の

大

學

の

内

で

最

初

の

も

の

で

ぁ

る

信 

用

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

^

い
。.
舉

問

.の

多

く

の

制

度 

に

於

て

現

さ

れ

た

爾

方

の

態

度
I

理

論

的

€
歷

史

的 

I

を

有

.す

名

昝

識

を

見

る

ベ

き

第

一

の

も

の

で

あ

つ

た
0
其
の
行
動
：は
更
に
賞
讃
す
べ
き
も
の
で
あ
る
0
何 

故
な
ら
ば
自
己
の
昝
的
同
情
が
主
^
し
學
說
0
惻
k
あ 

•る
敎
師
が
，、
す

で

に

一

定

の

領

分

を

有

し

て

居

る

の

^

、
. 

そ
れ
等
の
人
々
の
鼓
舞
に
於
い
て
決
定
さ
れ
？

の
で 

あ
る
か
ら
で

あ

る

。

彼
等
ば
自
由
硏
究
に
於
い
て
信
佑 

を
示
じ
た
.0
又
做
ほ
稀
に
存
す
る
ビM

ろ
の
大
學
の
眞 

の
本
質
の
了
解
を
示
し
た
。1_
(9
)(

スsu
r
v
e
y
s
'

 

p. 

6
—
9
)

s

_) 

K
n
a
p
p

敎
授
及
ぴ
其
の
仲
間
に
侬
っ
て
な
さ
れ
上
眞
に
蜇 

要
な
ろ
著
作
か
知
ら
な
い
讀
潘
ItK

e
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